
１年間のご協力ありがとうございました 
桜の花の便りが聞かれる季節になりました。 

振り返ってみれば・・・４月，子どもたちの顔は，喜びと不安でいっぱいでした。しかし，

新しい友達が増え，「運動会」「山の学習」「学芸会」「2 分の 1 成人式」などの行事等を通し

て，大きく成長していきました。そういった子どもたちの成長を見ることは，私にとって大

きな喜びでした。３月には，「卒業式」に在校生の代表として出席し，心のこもった呼びかけ

や歌声を体育館いっぱいに響かせることができました。その姿に頼もしさを感じるとともに，

４月から味野小学校の高学年としての活躍を確信しました。 

いつも温かく見守り，ご協力くださった保護者の皆様には深く感謝いたします。１年間本当

にありがとうございました。 

   思い出いっぱいの４年生も終わり，いよいよ春休みです。そして

４月からは，高学年としての生活が始まります。健康や安全に気を

付けて，規則正しい生活をしてほしいと思います。新しい学年での

スタートをすばらしいものにするために，この休みを有意義なもの

にしてほしいと思います。そして，４月８日（月）には，笑顔で元

気に登校できるよう，よろしくお願いいたします。 

 

倉敷市立味野小学校 ４年１組 担任 能井 亨 

春休みのくらしのきまり 

｢はるやすみのくらし｣を守ってきまり正しい生活をしましょう。 

・用事のない時に子どもだけで商店街，スーパーなど，店へ出入りしないようにしましょう。 

・学区外へ行く時は，必ず保護者同伴で行きましょう。 

・出かける時は，必ず行き先を家の人に言いましょう。 

・暗くなる前に家に帰りましょう。 

・道路で遊んだり，危険な遊びをしたりすることがないようにしましょう。 

・自転車には正しい乗り方で乗る，飛び出しをしないなど，交通規則を守りましょう。 

 

【飛び出しは絶対にダメ！】 ＜進級時期の交通事故防止について＞ 

小学生の交通事故では，道路横断中に事故に遭うケースが多く見られます。子どもは， 

頭では危険だとわかっていても，遊びなどに夢中になると，つい安全確認がおろそかになっ

たり，飛び出したりしてしまいます。「道路に出たり道路をわたったりするときは，いった

ん止まって，車が来ないことを確認する」「横断歩道以外はわたらない」といったことを日

頃から繰り返し教えて，習慣を付けましょう。 
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＊＊＊ お知らせとお願い ＊＊＊ 

新学期準備について 

   ５年生で引き続き使うものや，新しく使う物です。きちんと確認しておくよう，よろ 

しくお願いします。 

○ 絵の具セット，習字セット，色鉛筆・クーピー，名前ペンなどの点検・補充 

○ 机のまわりなど，身の周りの整とん 

○ 裁縫セットへの名前の記入をお願いします。 

（まち針１本１本などの細かい物にも記名をお願いします。） 

○ 地図帳は，５年生や６年生でも使います。 

（探検ボード・英語の名札・プロッキーは学校で保管しています。） 

○４年生の学習の復習（春休みの宿題） 

  ・春休みの宿題「春チャレンジ」 

・計算ドリル，漢字ドリルの復習や読書などをしておきましょう。 

 

 始業式   ４月８日(月) ７：５０～８：１０に登校しましょう  11:40頃下校 

 持ってくる物 

 ・上ばき  ・体育館シューズ  ・ぞうきん(2枚)  ・道具箱(中身を入れて） ・ビニール袋(3枚) 

 ・連絡帳と筆記用具  ・春休みの宿題   ＊ランドセルで登校しましょう。 

☆ 登校したら５年生のくつばこに貼っている名簿を見て，自分のクラスと出席番

号を確かめます。自分の出席番号の所にくつを入れて，５年生の教室に入ります。 

 

休み中，何かあった時の連絡先  味野小学校   ＴＥＬ．４７２－２０５９ 

 

「春チャレンジ」のやり方 

※以下をよく読んで，丁寧に取り組めるよう，よろしくお願いいたします。 

(１) 課題は，４月８日に５年生の担任へ提出します。 

(２) 答え合わせは，解答・解説を見ながら子どもたちが行いますが，できれば，保護者の方々

のご協力をいただけるとより効果的です。 

(３) 考えてもよく考えても分からないときは，解答をよく読み，その解答の意味をよく考えな

がら，解答を赤鉛筆または赤ボールペンで書き写します。 

(４) 問題によっては，解答は例の場合があるので，ポイントが書けていれば正解とします。ご

家庭で答え合わせをしている際，解答・解説を読んでも，答えが正解がどうか迷う場合は，

無理に○×をつける必要はありません。正答例をよく読み，その意味をよく考えた上で，

解答例を赤鉛筆または赤ボールペンで書き写すようにします。 

(５) 漢字は，間違いやすいものもたくさんあります。間違えた漢字を１行ずつノートに練習す

るとさらに力がつきます。 


